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二十歳のつどい  青春の舟を漕ぎ進める若者たちへ  

  校長  馬場  誠  

 調布市主催の「二十歳のつどい」に行って参りました。調布駅前には大勢の二十歳の若

者たちがひしめき合い、素敵な笑顔で久しぶりの旧友と尽きない話を交わす姿がありまし

た。さわやかな晴れ着に身を包み、慣れない和服の裾を気にしながら歩く姿も初々しく、

また男性も新調した背広がとても似合っていました。無事にこうして二十歳を迎えること

ができた若人には、心から祝福の拍手を送りたいと思います。  

出身中学校ごとにブースがありましたが、八中のブースでは PTA の方々が受付をして

くださり、記念の品を渡していました。ふと見ると、その中にひとつの封筒がありました。

聞くと、それは中学校を卒業したときに二十歳の自分へ向けて書いた手紙なのだそうです。

アンジェラ・アキの『手紙～十五の君へ～』という曲を思い出します。十五歳の自分が未

来の自分へ宛てた手紙、そして、それを読む未来の自分が十五歳の自分に向けて書いた返

事。歌詞の内容は、その熱い思いがつづられています。そして、最後はこう締めくくられ

ます。「拝啓  この手紙読んでいるあなたが幸せなことを願います…」卒業していった八中

生は、十五歳のときに書いた手紙を読んで、どんな思いがしたでしょうか。  

こんな素敵な演出を考えた当時の先生たち、そして、成人したかつての子どもたちのた

めにこの日まで大切に手紙を預かってくださった保護者の方々の思いには、胸に迫るもの

があります。八中のブースは、ひときわにぎやかに保護者の皆さんが集まり若者たちをお

祝いしていました。二十年間頑張って育ててきた気持ちはいかばかりのものだったでしょ

う。素敵な衣装に彩られ立派に成長した子どもを前に、きっと晴れ晴れとした気持ちが溢

れていたに違いありません。そんな保護者の皆さんの思いをくみ取ることが、学校という

場所で子どもたちの成長を預かる私たちには大切なことだと思っています。  

あと３か月で、今の３年生は卒業します。先輩たちのように笑顔で再会する日のために、

受験を乗り越え、これからも精いっぱい努力を重ねてくれると思います。３年生に限らず、

１年生も２年生も、やがて卒業して世間の荒波にもまれるときがくるでしょう。それでも

たくましく人生を歩むことができるよう、学校ではさまざまな体験をして、失敗をしても

くよくよせず、それを跳ね返すような力をたくわえてほしいと思います。学校はそんな子

どもたちを応援しています。彼らが大人になったとき、しっかり

と社会の中で自立していけるよう、保護者の皆さんと手を携えて

成長を支えていけたらと、二十歳のつどいに参加して改めて考え

させられました。  

『手紙～十五の君へ～』の歌詞には次の言葉があります。「荒れ

た青春の海は厳しいけれど  明日の岸辺へと  夢の舟よ進め」同

じ言葉をエールとして子どもたちに送りたいと思います。  
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道徳授業地区公開講座＜12/13（水）＞ 
12 月 1３日（水）に道徳授業地区公開講座を全校

全クラスで行いました。今年度は、１年が「生まれてき

てくれて、ありがとう」という題材で、「人は、生まれ

た瞬間から変わらずにかけがえのない自分であるあるこ

と」を再認識し、さらに自分だけでなくすべての命を大

切に扱う気持ちと態度を育てるために、助産婦からのメ

ッセージを通して、自分の生命の尊さについて考えました。２年生は「小児がんを知

り、いのちの大切さを学ぶ」という題材で前を向いて精一杯生きることの尊さについ

て考えるために、小児がんを発病した二人の少女の実話から命の大切さと生きる喜び

について話し合いました。３年は「命と向き合う」という題材で、「自分の命をいかに

生きるか」を改めて考え、命の大切さについてしっかりと向き合うために生命誌研究

者の中村桂子さんの命に関する文章を読み、話し合うことを通して生命の尊さについ

て考えました。  

授業後、地域の皆様や保護者の方々と教員で協議会を行い、さまざまな意見交換を

行うことができ、有意義な道徳授業地区公開講座となりました。  

体力向上週間《12/1１(月)～12/1９(火)》  

 今年も「体力向上週間」の取組を行いました。今年度

は、昼休みには校庭と体育館を開放しました。校庭では、

バレーボールの他、バドミントンや縄跳びフラフープなど

を貸し出しました。体育館では、バレーボールやバスケッ

トボールを実施しました。また、放課後は、校庭で 15 分

間のジョギングを行い、走った距離を競いました。自主参

加でしたが、連日多くの生徒が昼休みと放課後に体を動かしていました。  

三者面談ありがとうございました。
 1２月１日（金）～12 月 8 日（金）まで全学年で三者面談を行いました。保護者

の皆様には、お忙しい中、ご出席いただきありがとうございました。三者で 2 学期の

学校生活を振り返り、お子様の成長を再確認し、これからの新たな目標設定すること

ができたでしょうか。3 学期も学校の教育活動にご協力よろしくお願いいたします。  

がんばっています八中生！  
◇  第11回ニュース作文コンクール  佳作  □□□□  

◇  東京都歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール  佳作  □□□□  

◇  東京都産業教育振興会作文コンクール  佳作  □□□□・□□□□  

◇  第４９回狛江市空手道競技大会  形  中学生男子の部   ３位   □□□□ 

◇  第10回福岡女学院短歌コンクール   佳作     □□□□ 

◇  体力向上週間優秀クラス   １C（８８人参加）・２C（43人参加）・３AC（１１人参加） 

優秀者  1年  □□□□（88周）・□□□□（68周） 2年  □□□□（80周） 

□□□□（74周） ３年  □□□□（５５周）・□□□□（４４周） 

◇  ボランティア表彰  

デイサービスお茶会    2年    □□□□・□□□□・□□□□  

仙川カフェ手伝い     2年    □□□□  


